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研究成果の概要（和文）：本研究ではこれまでの農作物冠水被害調査方法が抱えていた安全性・迅速性・効率
性・公平性・正確性といった諸問題を解決すべく、衛星リモセンによる被害判別手法の確立を目的とし、さらに
東南アジアの各デルタ地域の過去・現在の農作物冠水被害ならびに適応策の評価を行った。その結果、本手法に
よる被害判別結果は現地で実施した過去の被災状況の調査結果ともよく一致することが確認され、また、被害状
況とそれらに対する適応策の地域間差についても明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we aimed to develop a new method for detecting 
crop flood damage by using satellite remote sensing technique, to solve various problems in 
conducting field survey for flood damage such as safety, speediness, efficiency, fairness and 
accuracy. In addition, past and present crop flood damage and adaptation measures of each delta 
region in Southeast Asia were assessed. As a result, it was confirmed that the result of damage 
evaluation by this method agreed well with the survey result of the past damage situation, and it 
was also revealed about the damage situation and the regional difference of adaptation measures 
against them.

研究分野： 農業環境情報学

キーワード： 災害モニタリング　リモートセンシング
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様 式

１．研究開始当初の背景
（1）
を把握する方法としては現場調査に頼らざ
るを得ない状況にあった。しかしながら被害
発生時および直後における調査の実施には
危険が伴い、また
域を迅速に把握することは極めて困難であ
った。調査の遅れは災害対応に影響を及ぼす。
洪水後の調査では主にインタビューやア

ンケート形式がよく用いられるが、被害発生
から時間が経過することで正確性は徐々に
失われ、時には補償金目的等による過大申告
によって公平性が失われるケースもある。さ
らにこれらの現場調査には莫大な人員と経
費が必要とされるため、途上国等では実施そ
のものが困難となる場合も多い。洪水被害調
査手法の改善はこのような問題を持つ地域
において喫緊の課題となっていた
 
（2）
洪水監視技術が発展したことで、
対策や災害復旧等の場面で既に活用される
段階とな
性・迅速性といった特徴が極めて強力である
ことはよく知られていることである。ただし
これらはあくまでも冠水域の観測であり、農
作物被害についての直接的な情報を得るこ
とはできない
においては冠水したからといって必ずしも
被害が発生するとは限らないためである。
 
（3）
おける農業はこれまで長い間、洪水の季節的
なリズムに合わせた栽培形態によって洪水
被害を回避してきた。近年になり近代的な治
水開発や栽培技術の導入が急速に進められ
ると、
い新たな洪水被害問題
る。これら
いると考えられるが、その要因を明らかにす
るには
時の栽培
的な変化
あるだろう
よる洪水被害
はじめて可能となる。

 
２．研究の目的
以上の背景から、本研究で

別法の開発および
さらに
ルタおよび
用し、
ともに被害回避策の相違
 
３．研
農作物の冠水被害判別で基準となるのは、

洪水発生時において収穫前であったか収穫
後であったかという点である。前者において
は被害は免れないが、後者においては少なく

式 Ｃ－１９、Ｆ－１９

１．研究開始当初の背景
）これまで洪水による農作物の被害状況

を把握する方法としては現場調査に頼らざ
るを得ない状況にあった。しかしながら被害
発生時および直後における調査の実施には
危険が伴い、また
域を迅速に把握することは極めて困難であ

。調査の遅れは災害対応に影響を及ぼす。
洪水後の調査では主にインタビューやア

ンケート形式がよく用いられるが、被害発生
から時間が経過することで正確性は徐々に
失われ、時には補償金目的等による過大申告
によって公平性が失われるケースもある。さ
らにこれらの現場調査には莫大な人員と経
費が必要とされるため、途上国等では実施そ
のものが困難となる場合も多い。洪水被害調

法の改善はこのような問題を持つ地域
において喫緊の課題となっていた

）近年、衛星リモートセンシングによる
洪水監視技術が発展したことで、
対策や災害復旧等の場面で既に活用される
段階となっている
性・迅速性といった特徴が極めて強力である
ことはよく知られていることである。ただし
これらはあくまでも冠水域の観測であり、農
作物被害についての直接的な情報を得るこ
とはできないことが問題となっていた
においては冠水したからといって必ずしも
被害が発生するとは限らないためである。

）東南アジアデルタ等の洪水常襲地域に
おける農業はこれまで長い間、洪水の季節的
なリズムに合わせた栽培形態によって洪水
被害を回避してきた。近年になり近代的な治
水開発や栽培技術の導入が急速に進められ
ると、生産力は大幅に増加したが、それに伴
い新たな洪水被害問題
る。これらの洪水被害の
いると考えられるが、その要因を明らかにす
るには、まずは洪水被害発生状況
時の栽培や水管理

変化を詳細かつ
だろう。本調査は先述の衛星リモセンに

よる洪水被害判別手法が確立されることで
はじめて可能となる。

２．研究の目的 
以上の背景から、本研究で

別法の開発および
さらに、(2)本手法を
ルタおよびタイ・

、過去の洪水被害状況
ともに被害回避策の相違

３．研究の方法 
農作物の冠水被害判別で基準となるのは、

洪水発生時において収穫前であったか収穫
後であったかという点である。前者において
は被害は免れないが、後者においては少なく

Ｃ－１９、Ｆ－１９

１．研究開始当初の背景 
これまで洪水による農作物の被害状況

を把握する方法としては現場調査に頼らざ
るを得ない状況にあった。しかしながら被害
発生時および直後における調査の実施には
危険が伴い、またそのような状況において広
域を迅速に把握することは極めて困難であ

。調査の遅れは災害対応に影響を及ぼす。
洪水後の調査では主にインタビューやア

ンケート形式がよく用いられるが、被害発生
から時間が経過することで正確性は徐々に
失われ、時には補償金目的等による過大申告
によって公平性が失われるケースもある。さ
らにこれらの現場調査には莫大な人員と経
費が必要とされるため、途上国等では実施そ
のものが困難となる場合も多い。洪水被害調

法の改善はこのような問題を持つ地域
において喫緊の課題となっていた

近年、衛星リモートセンシングによる
洪水監視技術が発展したことで、
対策や災害復旧等の場面で既に活用される

っている。衛星リモセンが持つ広域
性・迅速性といった特徴が極めて強力である
ことはよく知られていることである。ただし
これらはあくまでも冠水域の観測であり、農
作物被害についての直接的な情報を得るこ

ことが問題となっていた
においては冠水したからといって必ずしも
被害が発生するとは限らないためである。

東南アジアデルタ等の洪水常襲地域に
おける農業はこれまで長い間、洪水の季節的
なリズムに合わせた栽培形態によって洪水
被害を回避してきた。近年になり近代的な治
水開発や栽培技術の導入が急速に進められ

生産力は大幅に増加したが、それに伴
い新たな洪水被害問題が頻発するようにな

の洪水被害の発生要因も変化して
いると考えられるが、その要因を明らかにす

洪水被害発生状況
や水管理状況について時間的・空間

詳細かつ広域に調査
本調査は先述の衛星リモセンに
判別手法が確立されることで

はじめて可能となる。 

 
以上の背景から、本研究では

別法の開発およびその実用化を目的とした
本手法をカンボジア・
タイ・チャオプラヤ川

過去の洪水被害状況を明らかに
ともに被害回避策の相違について検討した

 
農作物の冠水被害判別で基準となるのは、

洪水発生時において収穫前であったか収穫
後であったかという点である。前者において
は被害は免れないが、後者においては少なく

Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９

これまで洪水による農作物の被害状況
を把握する方法としては現場調査に頼らざ
るを得ない状況にあった。しかしながら被害
発生時および直後における調査の実施には

そのような状況において広
域を迅速に把握することは極めて困難であ

。調査の遅れは災害対応に影響を及ぼす。
洪水後の調査では主にインタビューやア

ンケート形式がよく用いられるが、被害発生
から時間が経過することで正確性は徐々に
失われ、時には補償金目的等による過大申告
によって公平性が失われるケースもある。さ
らにこれらの現場調査には莫大な人員と経
費が必要とされるため、途上国等では実施そ
のものが困難となる場合も多い。洪水被害調

法の改善はこのような問題を持つ地域
において喫緊の課題となっていた。 

近年、衛星リモートセンシングによる
洪水監視技術が発展したことで、実際の洪水
対策や災害復旧等の場面で既に活用される

。衛星リモセンが持つ広域
性・迅速性といった特徴が極めて強力である
ことはよく知られていることである。ただし
これらはあくまでも冠水域の観測であり、農
作物被害についての直接的な情報を得るこ

ことが問題となっていた。農地
においては冠水したからといって必ずしも
被害が発生するとは限らないためである。

東南アジアデルタ等の洪水常襲地域に
おける農業はこれまで長い間、洪水の季節的
なリズムに合わせた栽培形態によって洪水
被害を回避してきた。近年になり近代的な治
水開発や栽培技術の導入が急速に進められ

生産力は大幅に増加したが、それに伴
が頻発するようにな

要因も変化して
いると考えられるが、その要因を明らかにす

洪水被害発生状況およびその
状況について時間的・空間

調査する必要が
本調査は先述の衛星リモセンに
判別手法が確立されることで

は(1)冠水被害判
の実用化を目的とした
カンボジア・メコン川デ

チャオプラヤ川デルタに適
を明らかにすると

について検討した

農作物の冠水被害判別で基準となるのは、
洪水発生時において収穫前であったか収穫
後であったかという点である。前者において
は被害は免れないが、後者においては少なく

、Ｚ－１９、ＣＫ－１９

これまで洪水による農作物の被害状況
を把握する方法としては現場調査に頼らざ
るを得ない状況にあった。しかしながら被害
発生時および直後における調査の実施には

そのような状況において広
域を迅速に把握することは極めて困難であ

。調査の遅れは災害対応に影響を及ぼす。 
洪水後の調査では主にインタビューやア

ンケート形式がよく用いられるが、被害発生
から時間が経過することで正確性は徐々に
失われ、時には補償金目的等による過大申告
によって公平性が失われるケースもある。さ
らにこれらの現場調査には莫大な人員と経
費が必要とされるため、途上国等では実施そ
のものが困難となる場合も多い。洪水被害調

法の改善はこのような問題を持つ地域

近年、衛星リモートセンシングによる
実際の洪水

対策や災害復旧等の場面で既に活用される
。衛星リモセンが持つ広域

性・迅速性といった特徴が極めて強力である
ことはよく知られていることである。ただし
これらはあくまでも冠水域の観測であり、農
作物被害についての直接的な情報を得るこ

。農地
においては冠水したからといって必ずしも
被害が発生するとは限らないためである。 

東南アジアデルタ等の洪水常襲地域に
おける農業はこれまで長い間、洪水の季節的
なリズムに合わせた栽培形態によって洪水
被害を回避してきた。近年になり近代的な治
水開発や栽培技術の導入が急速に進められ

生産力は大幅に増加したが、それに伴
が頻発するようにな

要因も変化して
いると考えられるが、その要因を明らかにす

およびその
状況について時間的・空間

する必要が
本調査は先述の衛星リモセンに
判別手法が確立されることで

冠水被害判
の実用化を目的とした。

メコン川デ
デルタに適

すると
について検討した。 

農作物の冠水被害判別で基準となるのは、
洪水発生時において収穫前であったか収穫
後であったかという点である。前者において
は被害は免れないが、後者においては少なく

とも圃場上での冠水被害はなかったものと
考えられる。以上の観点から本研究では時系
列衛星データから得られた洪水の発生時期
およびその時の生育状況から、冠水被害を
damage
被害）、
階に分類し評価した
  
  
 
 
 
 
 

 
冠水域および生育段階の判別には

ンサから得られた植生指数
vegetation Index)
Surface Water Index)
た め の 試 み と し て
MODIS/Terra
の改善を行い
成開口レーダー（
判別結果を基準とし
メータを最適化することで改善を図った
推定結果の検証は、カンボジア南部

よびタイ中部
稲冠水被害に関するデータとの比較および
現地聞き取り調査によって行った。
に洪水被害後の
り調査
 
４．研究成果
(1)
と衛星画像解析による被害推定値の相関関
係は強く
空間分布も現地調査結果とよく一致した。一
方でタイ中部
被害面積の推定値が現地の統計値よりも過
小に評価される結果となった。
タイにおける現地調査からは統計値には

イネの冠水被害以外の洪水影響、例えば灌漑
設備の被害等も加算されている場合が時々
見られたことに加え、一部地域
2006
実際よりも過大に報告されている可能性も
示唆された。しかしながら今回用いた衛星デ
ータの時間・空間解像度
はイネの冠水を明確に捉えきれなかった可
能性も考えられる。タイ中部では年間
期作が行われており
地利用も複雑なため、ミクセル効果による誤
差も多く含まれていると考えられる。一方で
カンボジアの作付け回数は年間
り土地利用も比較的単純であるため、高い推
定精度が得られたものと考えられた。
 
 
 

、ＣＫ－１９（共通）

とも圃場上での冠水被害はなかったものと
考えられる。以上の観点から本研究では時系
列衛星データから得られた洪水の発生時期
およびその時の生育状況から、冠水被害を
damage（冠水被害無し）、
被害）、 Partial loss (
階に分類し評価した

図 1. 冠水被害状況の

冠水域および生育段階の判別には
ンサから得られた植生指数
vegetation Index)
Surface Water Index)
た め の 試 み と し て
MODIS/Terra の合成による雲ノイズ処理能力
の改善を行い、冠水域判別精度については合
成開口レーダー（
判別結果を基準とし
メータを最適化することで改善を図った
推定結果の検証は、カンボジア南部

よびタイ中部9
稲冠水被害に関するデータとの比較および
現地聞き取り調査によって行った。
に洪水被害後の
り調査を行った。

４．研究成果 
(1)カンボジア南部
と衛星画像解析による被害推定値の相関関
係は強く(図 2, R2 = 
空間分布も現地調査結果とよく一致した。一
方でタイ中部 9
被害面積の推定値が現地の統計値よりも過
小に評価される結果となった。
タイにおける現地調査からは統計値には

イネの冠水被害以外の洪水影響、例えば灌漑
設備の被害等も加算されている場合が時々
見られたことに加え、一部地域
2006 年の Ayutthaya
実際よりも過大に報告されている可能性も
示唆された。しかしながら今回用いた衛星デ
ータの時間・空間解像度
はイネの冠水を明確に捉えきれなかった可
能性も考えられる。タイ中部では年間
期作が行われており
地利用も複雑なため、ミクセル効果による誤
差も多く含まれていると考えられる。一方で
カンボジアの作付け回数は年間
り土地利用も比較的単純であるため、高い推
定精度が得られたものと考えられた。
 
 
 

（共通） 

とも圃場上での冠水被害はなかったものと
考えられる。以上の観点から本研究では時系
列衛星データから得られた洪水の発生時期
およびその時の生育状況から、冠水被害を

（冠水被害無し）、 Total 
Partial loss (部分的被害

階に分類し評価した(図.1)。

冠水被害状況の

冠水域および生育段階の判別には
ンサから得られた植生指数
vegetation Index)、陸面水指標
Surface Water Index)を用いた。
た め の 試 み と し て MODIS/Aqua

の合成による雲ノイズ処理能力
、冠水域判別精度については合

成開口レーダー（PALSAR)画像による冠水域
判別結果を基準としMODIS冠水域判別のパラ
メータを最適化することで改善を図った
推定結果の検証は、カンボジア南部

9県における洪水被害統計の水
稲冠水被害に関するデータとの比較および
現地聞き取り調査によって行った。
に洪水被害後の対応策等についても聞き取

行った。 

 
カンボジア南部 7 州における被害統計値

と衛星画像解析による被害推定値の相関関
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